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トヨタホーム本社で「キルコス国際建築設計コンペ」受賞作品を展示 

建築分野の人材を育成   記念シンポジウム、授賞式も開催 

 

 

 トヨタホーム株式会社の本社ショールーム（名古屋市東区泉１－２３－２２）で、２月 

１８日（土）から３月１５日（木）まで、「キルコス 国際建築設計コンペティション２０１

１」（主催：キルコス国際建築設計コンペティション実行委員会、トヨタホーム㈱協賛）の

受賞作品展覧会が開かれます。併せて、キルコス国際建築設計コンペティション実行委員会

による記念シンポジウムがトヨタホーム本社で、また授賞式が「クラブアッシュ」（名古屋

市東区）で２月１８日、行われます。 

大震災後、住まいそのものや暮らし方の価値観が大きく変化しています。トヨタホームは、

社会の大きな変化をテーマに織り込んだ建築設計コンペティションが開催される意義は大

きく、若い人材の育成に大いに貢献するものと考えて協賛しています。 

「キルコス 国際建築設計コンペティション２０１１」は、日本の建築家の第一人者２０

組が審査員として参加、全審査員がそれぞれに「金賞」、「銀賞」、「銅賞」、「佳作」を選定す

るというユニークな審査方法をとった建築設計コンペで、昨年初めて開催されました。応募

作品は４０５点あり、その中から何らかの形で受賞した作品延べ１３３点が２０１１年１２

月２５日に実行委員会から発表されました。 

展覧会では、これらの作品の中から金、銀、銅賞の計６０作品が２月１８日（土）からト

ヨタホーム本社ショールームで映像によって紹介されます。展覧会場は「キルコス」の語源

にちなんだ円形競技場をイメージしてデザインし、再生可能な段ボールで製作したスクリー

ンに、住まいと暮らしの将来を表現します。 

記念シンポジウムは名古屋工業大学・北川啓介准教授、大阪市立大学・倉方俊輔氏准教授、

近藤哲雄建築設計事務所・近藤哲雄代表ら審査員９人が「キルコス国際建築設計コンペティ

ション２０１１を振り返る～変わること／変わらないこと～」をテーマに討議します。 

授賞式には、コンペの審査員を務めた建築家・建築史家が出席。審査員が受賞者に直接、

祝辞を贈るとともに記念トロフィーを渡します。 

 

 

 

 

 

 

 

 



□ 「キルコス国際建築設計コンペティション２０１１」展示会、記念講演会の概要 

①展覧会 

開催期間：２０１２年２月１８日（土）～３月１５日（木）（１０：００－１８：００） 

場 所：トヨタホーム本社ショールーム（名古屋市東区泉１－２３－２２） 

②記念シンポジウム 

日 時：２０１２年２月１８日（土）１５：００－１６：３０ 

場 所：トヨタホーム本社１階セミナールーム（名古屋市東区泉１－２３－２２） 

講 師：コンペの審査員を務めた９名の建築家・建築史家 

     テーマ：「キルコス国際建築設計コンペティション２０１１を振り返る 

         変わること／変わらないこと 」 

③授賞式 

日 時：２０１２年２月１８日（土）１７：３０－１９：３０ 

場 所：「クラブアッシュ」（名古屋市東区東桜１－３－３２） 

 

＜参考＞ 

・キルコス作品募集期間：２０１１年９月２０日（火）～２０１１年１０月３１日（月） 

・審査結果発表：２０１１年１２月２５日（日）（http://www.circos.jp/に掲載中） 

 

以上 

 

＜参考資料＞ 

金賞受賞作「小人と巨人の住まう家」信州大学大学院工学系研究科・長田純一さん 

 

 

 

 

 

http://www.circos.jp/


金賞受賞作「Earth Perspire」 東北大学大学院工学研究科・永田敦さん 

 

 

 〒461-0001 名古屋市東区泉 1丁目 23 番 22 号 

ホームページ：www.toyotahome.co.jp  

 

※本内容はニュースリリース時点の内容となります。 


